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＜病棟連絡事項＞
特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・中居　亮子様～クエチアピン同内容にて処方となる。
・小笠原　久年様～臨時薬レボトミン75→50mgへ減量、用法が毎食後→2×朝夕へ変更となる。
・若沢　理子様～臨時薬コントミン50→25mgへ減量、クエチアピン追加となる。
・丹内　栄子様～臨時薬オランザピン10→15mgへ増量となる。

・吉田　志津子様～IFオーダーに疼痛時追加、カロナール5回分処方となる。また本日夕より臨時薬3日分処方となる。
・小泉　裕子様～IFオーダーに不穏時追加、コントミン5回分処方となる。
・東野　愛様～家族より面談希望あり。11/18 15:00より面談予定（主治医確認済、家族への折り返し連絡未）

＜部屋移動＞

・平山　敬之様　：東B2号室　→　東D18号室

・藤井　孝蔵様　：東B3号室　→　東合併症室

・中村　聡様　　：東B3号室　→　東B2号室

・立花　圭様　　：東B3号室　→　東B2号室

・和田　昌様　　：東A13号室 →　東B3号室

・吉田　志津子様：東A8号室　→　東B3号室

・豊川　葵様　　：東A10号室 →　東B3号室　

・加賀　イト様　：東C5号室　→　東B3号室

・袴田　将志様　：東A15号室 →　東A8号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～精神症状から飲水行為が過多となり、身体に危険を及ぼす可能性ある為、11:00終日隔離開始となる。入室後も飲水要求多で説明にも理解乏しさあり。自室内徘徊し、小声での独語聞かれている。精神症状観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。午前入浴行っている。入浴後ホールで過ごすが、他者の私物を奪うなどの迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。午後は開錠後も自室にて傾眠している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～身体拘束中。各食不食。活気はなく臥床している。訪室時には覚醒し、要求あるが過度となることはなく対応穏やか。主治医に対し不満を話すが衝動行為はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・中島　智恵子様～バイタルサイン異常無し。経管栄養や点滴トラブル無く経過。傾眠傾向で活気の無さ見られている。拘束部位の循環障害はない。
＜要注目患者様情報＞
・藪　真弓様～気の合う他者と交流見られており、衝動行為等は一切ない。対面時も穏
やかで日課も淡々と行っている。
・寺地　徳和様～血圧低値で経過。トイレ歩行時に酸素飽和度80%台へ低下あるが、安静保持にて90%台へ回復している。腹満持続しており、下肢浮腫著明。眼球、皮膚の黄染見られている。
・平栗　城志様～朝食2/3、昼食全量摂取。むせ込み軽度。放歌等の迷惑行為なく、安静臥床保てている。声掛けにも穏やかに返答ある。
・佐藤　ミツ子様～各食拒食。内服粉砕しているが一部吐薬あり。指示の点滴施行。スタッフをジッと注視している。暴言はない。
・中村　留理子様～各食2/3摂取、服薬の拒否もない。手指振戦軽度見られている。活気の無さあるが、不調の訴え無し。

＜馬渡Dr.診察情報＞
・中村　留理子様～今後本人の状態によっては日赤病院への転院を検討していくとの事。
・宮崎　宏之様～臨時薬ロドピン中止、レボトミン追加、他同内容にて処方継続となる。
・加賀　イト様～臨時薬変更無し。退院支援行うようにとの指示あり。
・鈴木　善清様～臨時薬ロラゼパム中止、他同内容にて処方継続となる。
・松森　英作様～臨時薬処方変更なし。
・岡村　トミ様～臨時薬サインバルタ40→20mgへ減量、他処方内容変更無し。退院支援行うように指示あり。
・小原　哲哉様～臨時薬レクサプロ追加、他同内容で処方継続となる。
・中野渡　喜世博様～臨時薬処方変更無し。
＜新入院患者様情報＞
氏　　名：高山　勘吉（たかやま　かんきち）様

　生年月日：昭和28年2月15日（67歳）

　病　　名：認知症疑い

　合併症　：肺結核

　性　　別：男性

　主治医　：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

　30年前に精神科に入院歴あり(詳細不明)。

　現在新郷村で単身生活をしている。元々若い時から興奮し易い性格であった。今
まで年金（5万/2ヶ月）の他、手間取りをして収入を得ていた。しかし昨年春から
飲酒するようになり認知機能の低下があり、手間取りの仕事も出来なくなる。"透明
な女の人がいる""自分には暴力団がついている""宗教の人が取りに来る"等の幻視
や妄想的な言動見られていた。アルコールが入ると粗暴性があり、近所の人から相
談があり当院へ受診相談となった。最近は保健師が定期的な訪問するたびに飲酒が
見られている。以前に飲酒がらみの事故も起こしている事から再三の注意は行うが
聞き入れ出来ずにいる。鑑別診断目的にて本日当院初診。R2.11.10 東Aユニットへ

医療保護入院となる。
※後日伯父様来院予定。
※入院まで連日飲酒していた。最終飲酒は11/9朝とのこと(本人曰く)。
